
東北農業研究（Tohoku AgriO．Re8．）33，99－100（1983）

八郎潟干拓地における大豆の安定多収栽培

第5報　大豆品種の窒素施肥反応

児玉　徹・金田吉弘・三浦昌司

（秋田県農業試験場大潟支場）
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1　は　し　が　き

大豆の品種特性と窒素施肥反応を知る目的で施肥窒素条

件を異にした場合の生育・収量及び窒素吸収について．ラ

イデン・オクシロメ・スズユタカ・シロセンナリの4品種

を用いて比較検討した。

川　試験圃場：

ほ）品　　種：

は　播種法：

（4）播種　日：

l引　基　　肥：

2　試　験　方　法

大潟支場A－9圃場．大豆2作目

ライデン・オクシロメ　■スズユタカ・

シロセンナリ

66r冴×20（職．1株2本立て．15．15本／／材，

57年6月8日，手播き

N－0晦．N－1毎㌧N－3也　N【6時，

N－9毎の5段階．P205とK20は各々

10軸。（硫安・重過石・塩加），無肥料

区。

責1　生育・収量

ーq9一

（6）窒素追肥：　N－1吻区に開花的（7月26日）．開花期

（8月10日）に各々N－2毎（硫安）

川　枠試験：蚕窒素硫安を用い基肥3毎で実施

3：駄　験　結　果

＝　生育・収：星

開花期の草丈を品種別にみるとシロセンナリが最も短く，

次いで，スズユタカ＜オクシロメ＜ライデンの頓に長い。

最繁期ではオクシロメが最も長くなり，開花期以降の草丈

の伸びも大きい。また，最繁期の草丈が90（Ⅶ以上になった

スズユタカ・オクシロメ・うイデンで蔓化・倒伏となった。

品種別梼子笑壷（全区平均）はスズユタカの317晦が最

も高く，次いで，オクシロメ（294毎）＞シロセンナリ

（282吻）＞ライデン（274毎）の頓に低下する。基肥窒素

別の収量はライデン・オクシロメ・シロセンナリが6毎区

で高く，スズユタカは1毎区が高い。また，窒素追肥では

オクシロメが開花前及び開花期で増収し，シロセンナリは
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開花前，オクシロメは開花期で増収する。しかし．ライデ

ンは各時期ともに窒素追肥の効果は認められなかった。

（2）窒素吸収

品種別窒素吸収量の推移ではシロセンナリが7葉期以降

次第に増加するのに対し，ライデンは開花期までに全窒素

吸収量の70％に達し．開花期以降の伸びが少ない。オクシ

ロメとスズユタカはシロセンナリより高く推移するが．最

繁期以降の伸びはスズユタカで大きい。

成熟期の窒素吸収量と精子実重は各品種ともに相関は高

いが．窒素吸収星の増加に伴う精子実垂の伸びが異なり，
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図1　品種別室素吸収量の推移（全区平均）　図2　窒素吸収量と収量

0136　9　　013　6　9013　6　9　　013　6　9

（咽／棟）

根6（氾

粒400

200

東

0

ライ　デン　　　オクシロメ

図3　基肥窒素と最繁期の根粒数

吸収窒素1軸に対する子実生産能率はスズユタカで小さく．

次いで，オクシロメ＜ライデン＜シロセンナリの順に高く

なっている。

㈲　根粒の着生

最繁期の根粒数は基肥窒素の増加に伴い多く，シロセン

ナリ・ライデンが3吻区．スズユタカは6吻区．オクシロ

メは9吻区で多い。しかし，シロセンナリ・ライデン・ス

ズユタカは9毎区になると減少する。根粒重も同様の傾向

にあるが，1個当りの根粒蚕はスズユタカで小さく，オク

シロメで大きい。アセチレン還元量ではシロセンナリ・ラ

イデン・ス女ユタカが6吻区で高く，9柳こなると低下す

る。オクシロメは窒素施用墨によるアセチレン還元虫の差

が小さく，活性の弱い根粒が多く着生している。
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図4　品種別施肥窒素吸収割合及び
施肥窒素利用率（基肥3吻／／108）

（4）施肥室素の吸収と利用（枠試験より）

全窒素吸収出に対する施肥窒素の吸収割合は開花期で3．0
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・根粒重及びアセチレン還元量

％～7．5％，成熟期で2．5％である。品種別にはライデンが

高く，オクシロメで低い。また，基肥窒素の利用率は開花

期まではライデン・オクシロメが高く，開花期以降ではス

ズユタカ・シロセンナリが多く吸収利用している。

4　考　　　　　察

ライデンは開花期までの乾物重や窒素吸収が多く，施肥

窒素の増施により蔓化や過繁茂になりやすい。また，生育

後半の養水分の吸収や窒素固定量が少なく，多収に結びつ

きにくい品種である。

オクシロメは少基肥でも乾物生産が大きい。しかし．最

繁勅以降の乾物増加や窒素吸収が鈍ることや，根粒による

窒素固定が少ないので．開花期以降の窒素追肥により増収

が期待できる品種である。

スズユタカは施肥によって反応しやすく．窒素吸収量の

幅が大きい。また，根粒1個当りの活性が高く．生育後半

の乾物増加や窒素吸収が多いので，多収性の高い品種であ

る。しかし，転換畑・高地力土壌では窒素の供給過多によ

り過繁茂や蔓化になりやすい品種である。

シロセンナリは施肥に対する窒素吸収の幅が小さい。ま

た．生育後半の乾物増加や窒素吸収は根粒による窒素固定

壷に大きく左右されやすい晶瞳である。




